いわ て 未来 づく り 機 構 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 
日 時 : 平成 20 年 7 月 30 日 ( 水 ) 13: 30~15: 30 
場所 : 株 式 会 社 岩手 銀行 9 階 大 会 議 室 
次 第 


1 開会 


2 報告 事項 
各 作 業 部 会 の 進行 状況 等 つい て 


3 ディスカッション 
各 作 業 部 会 に お ける 「 現時 点 の 論点 及び 課題 」 に 対す る 意見 等 


























4 その 他 
5 閉会 
出席 者 名 簿 
氏 名 

永野 勝 美 (( 社 ) 岩 手 経済 同友 会 代表 幹事 、 岩 手 県 商工 会 議 所 連合 会 会 長 ) 
平 山 健 一 (独立 行政 法人 科学 技術 振興 機構 YST イ ノ ベ ー シ ョ ン サ テラ イト 岩手 館長 ) 
達 増 拓 也 (岩手 県 知事 ) 
甘 竹 秀 雄 ( 大 船渡 商工 会 議 所 会 頭 、( 株 ) ア マタ ケ 取締 役 会 長 ) 
谷 口 誠 ( 公立 大 学 法人 岩手 県 立 大 学長 ) 
玉 山 折 (盛岡 商工 会 議 所 副 会 頭 、( 株 ) 東 山 堂 代 表 取締 役 社長 ) 
元 持 勝 利 (( 社 岩手 経 済 同友 会 副 代表 幹事 、 岩 手 ト ヨ ペ ッ ト ( 株 ) 代 表 取 締 役 社長 ) 











第 2 回 ラウ ンド テー ブル 議事 録 メ モ 
日 時 : 平成 20 年 7 月 30 日 ( 水 ) 
場所 : 岩手 銀行 9 階 大 会 議 室 


て 作業 部 会 報告 に つい て > 

齋藤 副 学長 

・ WG へ の 産業 界 か ら の 参加 が 足り な い の で 支援 を お 願い し た い 。 

・ 5 つの WG の うち 4 つま で が 大 学 の 関係 者 と な っ て いる 点 は 好ま し く な い の で は な いか 。 
・ 作業 部 会 メン バー か ら 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー と の 個々 の 意見 交換 の 場 が 欲し いと 
いう 意見 が あっ た こと を お 伝え し て お く 。 


< て ディスカッション 

平山 館長 

・ 大学 の 関係 者 が 座長 を し て いる と いう 点 は 確か に 気 に な る 。 

・ 大 学 の 先生 は 、 原 理 原則 論 や 現状 の 分 析 と いう の は 得意 で ある が 、 ス ピー ド 感 を 持っ て 
と か 、 具 体 性 を 持っ て と いっ た 点 が 苦手 で ある 。 

・ し た が っ て 、 新 し い 発 想 で 新しい し くみ を 生み 出し て いく の が 難し い の で は な いか 。 

・ も っ と 現場 に 近い 人 を メン バー と する 工夫 が 必要 。 


( 第 1 作業 部 会 「 一 次 産品 の 高 機能 化 」) 

永野 会 長 

・ 農 業 振興 策 に 限ら ず 、 林業 振興 策 に も 取り 組み た い 。 林業 振興 は CO2 の 削減 に つなが る 。 

・ 第 1 作業 部 会 に 限ら ず 、 第 4 作業 部 会 まで は 自分 が 関与 で きる 余地 が ある と 考え て お り 、 
要請 が あれ ば 自分 の 考え を 提示 し た い 。 

・ 産 の 参加 が 足り な いと の こと な の で 、 要 望 が あれ ば 後押し し た い 。 

・ 第 1 作業 部 会 で 補足 意欲 的 な 生産 者 の 固まり に つい て は 、 日 経 新聞 で も 特集 され て い 
る よう に 、 ア プロ ー チ の し か た は 様々 だ が 、 既 に あちこち に で き て いる 。 岩手 で も 成功 
事例 が ある の で 、 そ れ ら を も と に も っ と も っ と 広め て いく こと が 必要 。 

・ 岩手 の 人 は も の は 作る が 、 売 る の は 下手 で ある 。 四国 銀行 、 大 分 銀行 、 山 梨 中 央 銀行 と 
岩手 銀行 で 食 の 祭典 と いう 商談 会 を 行う こと と し て いる 。 

・ 農 業 生産 法人 に 対す る 農業 関係 者 以外 の 出資 制限 に つい て 、 経 団 連 と の 意見 交換 で 、 現 
在 の 10% を 50% を 超え る 段階 に も っ て いか な いと 日 本 の 農業 は 壊滅 的 な 打撃 を 受け る と 
忠告 し て きた 。 

・WT OO の 問題 は 、 農 業 の 競争 力 の 問題 で ある 。 産業 資本 が 参入 する こと で 農業 が 強化 さ 
れ 、 対 抗 で きる よう に な る 。 

・ 盛岡 商 工 会 議 所 で は 地産 地 消 を 進め て いる と ころ で ある が 、 こ れ を 進め る こと で 食材 の 


P R に つなが る 。 
・ 岩 手 の 農 業 の 将来 は 、 多 角 的 に 農業 を 捉え て いく こと で 農業 の 所 得 が 上 が り 、 新 規 参入 
者 が 増加 する 。 


甘 竹 会 長 

・ 商談 会 は 今 ま で も あっ た が 、 岩 手 か ら の 参加 者 は 事前 の 勉強 が 足り な いと 感じ て いる 。 
勉強 し な いで いく の で 商売 に 結び つか な い 。 

・ 岩 手 銀行 に は 事前 の 勉強 会 を 行う な ど 目 標 を 持っ て 望む よう に 指導 願い た い 。 


永野 会 長 
・ 事 前 の マッ チン グ な ど は や っ て いる が 、 さ ら に し っ か りや っ て いく 。 


甘 竹 会 長 
・( 永野 会 長 の 資料 で は ブロ イラ ー は 付加 価値 が 低い と し て いる が ) 岩手 の ブロ イラ ー は 付 
加 価値 が 高い 。 


公 口 学長 
・ ど うす れ ば よい か 現実 性 が 見 えな い 。 

・ 骨太 の 意見 と し て 、①WT O で は 政府 の 農業 政策 が し っ か り し て いな いと 日 本 は 追い 込 
まれ て いく と 思う 。 岩手 だ け で は 何と も し が た い 。 

・ 岩手 と し て は 多角 的 農業 を 目指 すべ き 。 

・ 米 だ け に 頼る と 世界 的 に 孤立 する 。 

・ 岩手 に は 南部 小麦 と た いう すばらし いも の が ある 。 も っ と 小麦 を 作る べき だ と 思う 。 

・ 自給 率 は 1200%、 130% を 目指 す 。 

・ 短 角 牛 も 立派 か ブラ ンド と な っ た 。 

・ ② 若 い 世 代 が 農業 を や り た いと 思う よう な 地盤 を 作る こと を 考え る 。 

・ 大 規模 化 は 岩手 が 独自 に 進め る ぐら いで な いと 、 政 府 の 方 針 は 待っ て も な か な か 進ま な 
い 。 


ざ 性 


永野 会 長 
・ 甘 竹 会 長 の 農場 で 働い て いる 人 は 高 学 歴 。 
・ 固まり を 作れ ば 人 材 が 集まっ て くる 。 


平山 館長 
・ 農業 は 大 切 で ある 。 も の づく り の 人 口 を 養っ て 支え て いる の は 農業 で ある 。 
・ 今 まで の 生産 の し く み 、 流 通 の し くみ を 反省 し て みる 。 


・ 川中 、 川 下 に 重点 を お いた と ころ で 検討 し て は どう か 。 
・ 政府 に 頼ら な い 自 ら で 進 め る よう に 。 


玉山 社長 

・ 農業 は 後継 者 問題 の ハー ド ル が 高い 。 

・ 中小 企業 は 疲 幣 し て お り 、 働 く 環境 が 劣化 し て いる 。 

・ 後継 者 の 問題 は 産業 単独 で 考え て も ダメ 。 

・ 働 く 環境 と 後継 者 の マッ チン グ が 必要 。 

・ 首都 圏 の 大 企業 と 比べ て も 新卒 初任 給 な ど で は 太刀 打ち で き な い 。 

・ そう し た 中 で 岩手 県 と し て どの よう な 環境 が 提供 で きる か を 中 長期 的 に 見 直し て いく べ ベ 
き 。 

・ 山形 の サク ラン ボ や 宮崎 の マン ゴー は 立派 な ブラ ンド 品 だ が 、 地 元 の 人 は 高い も の は 買 
わな い 。 

・ 農業 に 対し て すべ て 高 付加 価値 化 を 求め る と は 限ら ない 。 

・ 普段 の も の は 普段 の も の と し て 買う こと が で きる し くみ を 作っ て あげ る こと も 必要 。 


永野 会 長 

・ 骨子 を 作っ た が 6 点 ほ ど 不 足 分 が 出 て きた の で 、WG で 議論 し て いた だ きた い 。 
・ 農 商 エ ファ ンド な ど 実 践 で きる 環境 は 準備 し た 。 

・ WG の 議論 を も と に 、 実 践 モデ ル を ひと つか ふた つ 作 っ て いた だ き た い 。 


( 第 2 作業 部 会 「 産業 基盤 の 集積 と 強化 」) 

達 増 知事 

・ 製造 業 を 中 心 と する 産業 は 、 雇 用 力 を 持つ の で 大 事 。 

・| バブ ル や 公共 事業 の お か げ で 岩手 か ら の 人 口 流出 は し ば らく は 歯止め が か か っ た が 、 
アイ ワ 、 ア ルプ ス 、 公 共 事業 の 減 な ど に より 、 人 口 流出 が 始ま り 、 数 万 人 単位 の 若者 人 
口 が 流出 し て し まっ た 。 

・ 地場 産業 を 盛り 立て て 、 岩 手 の 企 業 が 他 に 進出 で きる ぐら い に な れ ば よい 。 

・ 世 界 に 通用 する も の づく り 産 業 に 、 地 元 企業 が 近づく ため に は どう すれ ば よい か を 診 致 
企業 か ら 学 ぶ 。 

・ 世界 レベ ル の 部 品 を 作る た め に は どう すれ ば よい か 。 

・ 誘致 企業 以外 で 、 ブ レー クス ルー する よう な 分 野 が 他 に な いか 。 


谷口 学長 
・ 県 民 所 得 を 上 げ る に は 企業 の 誘致 が 不可 欠 で ある 。 
・ 県 立 大 学 で は 来年 4 月 か ら イ ノ ベ ー シ ョ ン セ ンタ ー を オー プン する 。 


・ 大 学院 生 が 産学 官 連携 を 経験 する こと で 、 地 元 に 残る 人 が 増え る こと が 期待 で きる 。 
・ イ ノ ベ ー シ ョ ン セ ンタ ー が で き 、 ベ ンチ ャ ー が 起こ る と 、 里 帰り の 機会 が 増え て くる 。 
・ 世界 の 流れ の 中 で 、 自 動車 部 品 産業 が どう な る か 見 極め る 必要 が ある 。 


永野 会 長 

・ 関東 自 工 の 設計 を 持っ て きた い 。 岩 大 も 県 大 も 3 次 元 CAD の 技術 者 が 沢山 いる と 聞く 。 
・ 名 古屋 の 企業 を 訪問 し た 際 、 ト ヨタ 系 の 会 社 が 工場 を つく り た いと 言っ て いた 。 場 所 は 
県 北 で も 良い 。 

・ コ ン テ ナ に 空き が ある まま 名 古屋 に 戻っ て いる 。 こ れ の 活用 を 進め て 欲し い 。 

・ 岩手 銀行 は 三菱 UF」 と 協定 を 結ん だ 。 三菱 の 持て る 力 を 使っ て いき た い 。 


玉山 社長 

・ 岩 手 県 で ひと つの マス ター プラ ン で は 足り な い 。 広い 県 土 を 一 括り と いう わけ に は いか 
な い 。 

・ SWOT 分 析 に より 、 強 み と 脅 威 を 知る こと 。 

・ 個 性 的 な も の を 中 心 に 環境 づく り を 行い アク ショ ンプ ラン と する 。 

・ 地域 を セグ メン ト し 、 う ち 何 か 所 か を 集中 的 に 検討 する 。 北 東北 3 県 な ど と 比較 する 。 


( 第 3 作業 部 会 「 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展開 」) 

谷口 学長 

・ 圧倒 的 な が ブラ ンド は な いと いう が 、 岩手 県 自身 の 問題 で は な いか 。 川井 村 の シソ な どす 
ば らし いも の が ある 。 

・ 滝 沢村 で お いし い ス イカ を 作っ て いる の に 、 山 形 の 尾花 沢 の スイ カ が 有名 。 宣伝 が 下手 。 

・ 小 岩井 農場 の ビス ケッ ト は 三菱 が バッ ク 。 キ リン と の 合併 な ど 上 手 。 

・ も っ と 販売 網 、 流 通 網 を 活用 し て いけ ば よい 。 

・ も っ と 宣伝 すれ ば ブラ ンド と な っ て いく は ず だ 。 

・ 海 産物 が 海外 で も 好評 な ど 、 チ ャ ンス は ある 。 


甘 竹 会 長 

・ 安 定 生産 、 安 定 供給 が あっ て は じ め て ブラ ンド 商品 と いえ る 。 

・ ブラ ンド 商品 は 差別 化 を 図る こと で 、 自 分 で 価格 を 決め る こと が で きる 。 

・1500 店 舗 と 契約 。 1 日 20 万 人 て 30 万 人 の 人 が 精肉 売場 を 通過 する 。 そ の うち 何 % の 人 
に 南部 鶏 を 買わ せる か が 戦略 。 

・ 焼き鳥 の 野菜 と の 組み 合わ せ で 単価 を 下げ る 。 

・ 川中 、 川 下 そ れ ぞ れ で 、 岩 手 県 は 正直 すぎ る 。 調査 分 析 が 足り な い の で は な いか 。 

・ 産 直 の 隆盛 を 見 る と 、 今 後 青果 市 場 ( 卸売 り ) が 成り 立っ て いけ る か 疑問 。 


・ 岩 手 県 の 産直 は 、 生 産 者 と 川下 O マ ヤッチ ング で ブラ ンド 化し て いる 。 
・ 市 場 を 通し て は ブラ ンド 化 は で き ない 。 


永野 会 長 

・ ブ ラン ド の 定義 は 、 品 質 向上 を 常に 図っ て いく ひたむき さ が あ る か 、 品 質 の 安定 性 、 本 
気 で 客 と 対 財 す る 本 気 感 で ある 。 

・ 本気 で や っ て いく も の に 対し て 、「 純情 上 」 と いっ た ブラ ンド を つけ て いく の は どう か 。 


元 持 社長 
・ 岩 手 は 宣伝 が 下手 だ と 感じ る 。 
・ う まい 宣伝 方 法 を 教え る こと が 必要 。 


( 第 4 作業 部 会 「 地域 力 を 支え る 人 材 の 育成 」. 第 5 作業 部 会 「 医療 と 福祉 体制 の 整備 ・ 充 

実 」) 

達 増 知事 

・ 第 5 部 会 に つい て 、 県 で も 医療 計画 な ど を 策定 し て いる が 、 県 民 一 人 ひと り が 医療 体制 
の こと を 考え 、 県 民 総 参加 で 医療 を 支え を る こと が で きる よう に な れ ば よい と 考え て いる 。 

・ 例 えば 、 救 急 医療 を 安易 に 使わ なかい 、 か か りつ け 医 を も つ な ど 、 自 分 の 健康 は 自分 が 守 
る と いっ た 意識 が 醸成 で きれ ば よい 。 

・ し か し 、 県 立 病院 が 救急 医療 を 安易 に 使う な 、 と は いえ な い 。 

・ 県 な どか らい われ る の で は な く 、 県 民 運 動 的 に 盛り 上 が っ て いけ ば いい 。 


谷口 学長 

・ 東 大 総長 が 、 最 近 の 学生 は 元気 が な いと いっ た 。 ハ ング リー 精神 が な い 。 

・ 県立 大 学 の A O 試験 に は 元気 な 学生 が 多く 受験 する 。 独創 性 が あり 、 ボ ラン ティ ア 活動 
に も 積極 的 だ 。 

・ 学校 は 、 教 育 方 針 を 考え て 、 詰 め 込 み だ け で は ダメ 。 

・ 今 の 学生 た ち に も 、 チ ャ ンス を 与え れ ば 立派 な 人 材 と な っ て いけ る 。 

・ 一 方 、 企 業 側 の 要望 だ け に 引き ずら れる の も よく ない 。 基 礎 研 究 は し っ か り 行 っ て お く 
必要 が ある 。 


永野 会 長 
・ ド クタ ー ヘ へ リ の 導入 を 県 民 の 浄 財 を 集め る な どの 方 法 で 真剣 に 考え て みて は どう か 。 
・ そ うし た 活動 を 通じ て 、 機 構 へ の 認識 を 深め て も ら う こと が で きる 。 


玉山 社長 


・ 健 康 な 高齢 者 と 仲良 く 暮らす 街 

・ 着 町 に も 介護 マン ショ ン が で きた 。 

・ 高齢 化 社会 を 迎え る に 当たっ て 、 産 業界 が 地域 に どう お 手伝い し て いけ る か 、 既 存 の 施 
設 や 商店 街 の 連携 な ど に つい て 考え て いき た い 。 

・ 中 津川 の 河原 で ホー ス セ ラ ピ ー や 介護 犬 を 使っ た ドッ クセ ラ ピ ー な ど 行 っ て いる 。 

・ 入口 の 段階 で 元気 な 街 づ くり 


( 緊急 アピ ー ル ) 

達 増 知事 

・6 月 1 4 日 の 岩手 ・ 宮 城内 陸地 震 、7 月 の 平泉 の 世界 遺産 登録 延期 の 決定 、 7 月 2 4 日 
の 沿岸 地震 、 そ れ ぞ れ 直 接 的 被害 は あっ た が 、 風 評 被害 が ある 。 官民 で 、 県 民 運 動 的 に 
盛り 上 が り を 作っ て は どう か 。 い わ て 未来 づく り 機 構 と し て も 貢献 し て は どう か 。 い わ 
て 未来 づく り 機 構 と し て 「 元気 で す ! 岩手 、 が ん ば ろう 「! 岩手 」 の 緊急 アビ ピール を し て 
は どう か 。 


修正 意見 

平山 館長 

・ 緊急 ア ピー ル は し た ほう が いい 。 

・ 地震 へ の 見 舞い に 対す る 感謝 の 言葉 を 入れ た い 。 

・ こ れ だ と 大 被害 が で た と も 読め る 、 行 っ ちゃ いけ な いと も 読め る の で 、 直 し て も らい た 
い 。 


永野 会 長 
・ 緊急 アピ ー ル に 賛成 。 産 業界 と し て も コン ベン ショ ン の 誘致 な ど を 一 生 懸 命 や っ て いき 
た い 。 


